
　　市では、地域住民による主体的なまちづくりを推進するため、さまざまな年代や分野市では、地域住民による主体的なまちづくりを推進するため、さまざまな年代や分野
に対応した、地域の担い手育成を行っています。今回はまちづくり実践塾「ぬま大学」に対応した、地域の担い手育成を行っています。今回はまちづくり実践塾「ぬま大学」
の受講者へのインタビューを紹介します。の受講者へのインタビューを紹介します。
◎◎まちづくり実践塾 「ぬま大学」まちづくり実践塾 「ぬま大学」とは…とは…
　「気仙沼で何かやってみたい」という若者が、気仙沼で実行するまちづくりプラン（マ　「気仙沼で何かやってみたい」という若者が、気仙沼で実行するまちづくりプラン（マ
イプラン）を作り上げていく実践塾。約半年間の講義を通して、自分や地域について考イプラン）を作り上げていく実践塾。約半年間の講義を通して、自分や地域について考
え、多様な人とつながりながらマイプランを作成し、最終報告会で地域の人に向けて発え、多様な人とつながりながらマイプランを作成し、最終報告会で地域の人に向けて発
表します。（修了生 103 人（１～８期））表します。（修了生 103 人（１～８期））

Profile／市内本吉出身、唐桑在住。ぬま大学第８期生。子育てシェアスペー
スOmusubiスタッフ。ぬま大学では、子どもたちと関われるお菓子作りのコミュ
ニティをプランとして発表し、 現在は親子向けのワークショップを行っている。
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▲ワークショップで子どもたちと触れ合っています

気仙沼の気になる人 特集

子どもたちと
関われる
コミュニティを
作りたい

　「ぬま大学第９期」の最終報告会の聴講者を募集します。気仙沼の若者 12 人が、５月からの約半年間、自分や地域につ
いて考え、多様な人とつながりながら作成してきたマイプランを発表します。参加費無料。託児あり（先着順）。
■日時／ 11 月 19 日（日）
　第一部：午後１時～４時 30 分（プレゼンテーション）　第二部：午後４時 30 分～５時 45 分（表彰式、振り返り）
■場所／まち・ひと・しごと交流プラザ（PIER7）
■定員／ 80 人（先着順・定員になり次第締め切り）
■申込方法／ 11 月 17 日（金）正午までに申し込みフォーム（二次元コード）またはメールにて申し込み。
※メールで申し込みの場合は、お名前、所属、電話番号を記載してください。
■問い合わせ・申し込み／主催：地域づくり推進課 ☎ 22-6600 内線 335、
　企画・運営：合同会社 colere（コレル） ☎ 25-7377 ✉ info@numa-ninaite.com

まちづくり実践塾「ぬま大学第９期 最終報告会」聴講者募集！

申し込みフォーム

●日時／ 令和６年１月７日（日）午前 11 時開会
　           （受付時間：午前 10 時～午前 10 時 50 分）
●場所／市民会館大ホール
●対象となる方／
　平成15年4月2日から平成16年4月1日に生まれた方
●案内状など／

・   案内状は、9月15日現在、市に住民登録されている
方に10月上旬に送付します。

・   市内にお住まいの方のほか、市内の中学校や気仙沼
    支援学校を卒業した方で、市外にお住まいの方も出
    席できます。

・  市外にお住まいの方で出席を希望する場合は、担当
公民館にご連絡ください。後日、案内状を送付します

・  市内の中学校を卒業されていない方で出席を希望さ
れる方は、最寄りの公民館にお問い合わせください

※自然災害や感染症等の状況により、式典の延期・中
止、会場や開催時間などを変更する場合があります
ので、あらかじめご了承ください。

令和６年令和６年 のお知らせのお知らせ二十歳を祝う式典二十歳を祝う式典

出身中学校等  担当公民館 連絡先
気仙沼・条南中  中央公民館 22-6760

鹿折中  鹿折公民館 22-6937
松岩中  松岩公民館 22-6818
新月中  新月公民館 22-7189
面瀬中  面瀬公民館 24-9393
階上中  階上公民館 27-2305
大島中  大島公民館 28-2614
唐桑中  唐桑公民館 32-4530
津谷中  本吉公民館 42-2606
大谷中  大谷公民館 44-2003
気仙沼

支援学校
 生涯学習課

最寄りの公民館 22-3442

【氏名などの公表について】
　市では、市個人情報保護条例に基づき、本人の
同意を得た方については式典名簿を作成し、式典
会場で来場者にお渡しします。また、各報道機関
にも氏名などを紹介する予定です。
　案内状に同封のハガキに、本人の出欠と名簿へ
の情報提供の意思を記載のうえ、必ず返送してく
ださい。なお、案内状に記載の締切日を過ぎた場
合や返答のない場合は、氏名などの公表について
同意しないものとします。

    成人を祝う式典として開
催してきた「気仙沼市成人
式」を、令和６年からは「気
仙沼市二十歳を祝う式典」
に名称を変更して開催し
ます。

【学校ごとの連絡先】

。

。

問 生涯学習課  ☎ 22-3442

　8 月 24 日、東京電力福島第一原子力発電所におい
て、いわゆる「処理水」の海洋放出が始まりました。
政府の「関係者の理解なしにはいかなる処分も行わな
い」という約束が完全には果たされないまま放出が始
まったことは誠に残念でした。
　放出に先立ち、全国漁業協同組合連合会の坂本会長
は岸田総理と面会、その後のインタビューで「海洋放
出に反対であるということはいささかも変わりありま
せん」「一方で、科学的な安全性への理解というもの
は私ども漁業者も深まってきた」「約束というのは破
られてはいないけれど、果たされてもいない」「放出
が行われて最終的に廃炉まで持っていった、そこの中
で漁業者がしっかりと漁業を継続できたと。その時に
初めて 100％の理解というものが生まれるものだと
思っています」と苦しい胸の内を語っています。
　通常運転時でも放出されるトリチウムをその量の範
囲内で処理水として放出する今回の計画への理解・評
価は報道各社の世論調査でも優に過半数を上回ってお
り、国内的には風評は限定的なようです。坂本会長の
発言や世論調査の結果の背景の一つとしてくみ取りた
いのは、福島県全体の復興への福島県民・国民の思い
です。
　福島の漁民は生業への不安を強く感じながらも、今
も避難を続ける同胞や他の被災県民の「廃炉なくして
福島の復興の完遂はなく、一日も早い真の復興を」と
の声を自分事として感じてきました。多くの国民にも
この思いが共有されていると信じたいと思います。
　放出はこのような複雑かつギリギリの感情の上にな
されるものであり、東京電力には万が一にも放出上の
トラブルは絶対に起こさないことを強く求めたいと思
います。
　世界中のほとんどの国が国際原子力機関（IAEA）
の判断を尊重する中で、中国などが日本産水産物の禁
輸措置を拡大するなど科学的根拠に基づかない対応を
しています。宮城県はかねてより中国の禁輸対象地域
でしたが、今回大量のホタテを中国に輸出していた北
海道などが禁輸対象となり、行き場を失ったホタテが
国内市場でだぶつき、値崩れを起こすなど宮城県の漁
業者にも大きな影響が出始めています。一刻も早い禁
輸の解除と東京電力による実害への確実な賠償を求め
るものです。
　さて、日本中の支援を受けて復興を目指してきた私
たちですが、今また全国の皆さんから温かい心が届き
つつあります。福島県はもとより東日本大震災での被
災地産の魚介類を食べて、この困難の克服を応援しよ
うとの動きです。とてもありがたいムーブメントです
し、国権の発動に対し、市民レベルの心に根差した活
動で、しなやかにそれを乗り越えていくことができれ
ば、これほど美しい解決はありません。全国の皆様に
感謝を申し上げ、一日も早い廃炉への道筋の確立を願
いたいと思います。

　気仙沼市長

「再び感謝」

 気仙沼

［市長コラム］［市長コラム］

－ Go Ahead ! 
　     Kesennuma  －

　　　　第137回

   さか もと

   きし  だ

���なり わい

  かん すい

2023.10.1 2
広報


